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直

　
新
潟
県
で
は
十
月
三
日
の
県
議
会
で
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
地
域
な

ど
十
四
市
町
村
を
「
リ
ゾ
ー
ト
特
定
地
域
」
に
決
め
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
リ
ゾ
ー
ト
特
定
地
域
に
つ
い
て
は
、
県
内
八
地
域
で
県
の
選
定
を
受

け
る
べ
く
運
動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
十
日
町
地
域
で
も
上

越
圏
域
と
一
体
と
な
っ
て
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
た
地
域
の
範
囲
は
初
め
の
計
画
と
は
異
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
今
後
は
国
の
承
認
を
受
け
る
べ
く
、
県
と
関
係
市
町
村
が
一

体
と
な
っ
た
運
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
リ
ゾ
i
卜

特
定
地
域
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ヲ1旧跡

堀之偽跡

ノk出し

串岡
○

長

一夫和跡

・六8勘

塩決跡

　　十8肋f卜・

　　川画町

　　松代町

太農柑

聯
　測跡：松之山町r

　
　
も譲

14市町村の概要（昭和6。年国勢調査）

市町村名 面　積（h、） 人　口（人）

十日町市 21，144 48，005

（
中
魚
沼
）

川西町
津南町

中里村

7，416

17，142

12，820

9，423

13，464

6，821

（
南
魚
沼
）

塩沢町

六日町
大和町

19，178

26，256

13，088

20，726

28，379

15，367

（
北
魚
沼
）

川ロ町
堀之内町

小出町

4，953

6，845

3，003

6，482

10，554

12，893

（
東
頸
城
）

安塚町

松代町
松之山町

大島村

7，037

9，127

8，649

6，785

5，305

6，026

4，345

3，391

計 14市町村 163，443 191，181

選
定
理
由
と

　
　
　
　
開
発
イ
メ
ー
ジ

　
県
（
企
画
調
整
部
土
地
利
用
対
策
課
）

の
説
明
に
よ
る
と
、
当
地
域
等
が
選
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
①

首
都
圏
か
ら
の
到
達
時
間
②
自
然
観

光
資
源
③
居
住
機
能
整
備
④
民
間

企
業
の
進
出
度
⑤
土
地
利
用
の
現
況

1
に
つ
い
て
多
角
的
な
見
地
か
ら
検

討
し
た
結
果
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
素
分
析
を
も
と

に
、
全
体
の
開
発
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
地
区
は
、
広
大
な

河
岸
段
丘
に
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
整
備
し
、
長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
に
。

　
南
・
北
魚
沼
地
区
は
、
首
都
圏
と
高

速
交
通
網
で
直
接
結
ば
れ
て
い
る
利
点

を
生
か
し
、
週
末
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
に
。

　
そ
し
て
、
東
頸
城
地
区
は
、
公
共
主

導
で
社
会
基
盤
を
整
え
た
自
然
体
験
型

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
開
発
し
た
い
と
す
る

基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
新
潟
県
の
動
き

　
県
で
は
今
後
の
作
業
と
し
て
、
リ
ゾ

ー
ト
法
に
基
づ
き
、
重
点
整
備
地
区
の

区
域
設
定
、
特
定
施
設
の
種
類
・
位
置
、

公
共
施
設
の
整
備
方
針
、
産
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
調
和
等
に
関
す
る

事
項
等
に
つ
い
て
定
め
た
基
本
構
想
を

策
定
し
、
今
年
度
内
に
は
主
務
大
臣
の

承
認
を
目
ざ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
国
・
県
・
関
係
市
町
村
・
民
間
企

2



選定までの歩み

61．紛．9

7
招
2
0
掬

餌
触
瞳
・

2
　

3
4

飢6

4．擁

4．籍
～総

4．20
～2書

4．24

圏
7
解
四

4
5
5
5

6．8

6．26

7．7
～8

7、21

〃

8．5
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罎大規模リゾード建設構想健関じて県知事

に陳構

讐丸由南長がアメリカ・カナダのウインタ

ーリゾート地を視察

巴霞総合保養地域整備法案」が閣議決定

副果内南町村主管課長会議が開催（法案の

説明会）

■十自題市・中魚沼地域リゾート構想推進

担当課長会議が開催。十濁鞠甫ではリゾー

ト構想プロジェクドチー幽が発足

鱒十日町南・中魚沼地域リゾート構想を策

定

■上越・十目町圏域リゾート構想を策定

綴「レインボーリゾート・越後整備構想」

を県に提出

纏関イ系南覇黍重穫会言義が開催

■県のヒアリング実施，

響F総含保養地域整備法案鐵が国会通過

墨禦主地利用対策課長が現地視察で来市

塩之又スキ

ー場での説明・

ロ第脅回十臼町市リゾート推進委員会が開

催

■「レインボーリゾート・越後整備構想」

地域選定に関して県知事に陳情

■十日師・中魚沼地域リゾード構想研究

会が東京で開催

　　　　　　　　白川議員に
　　　　　　鍵贈計画を説明
■リゾート構想のシンポジウムが開催

クロス10大

ホールに1，300

人が参加

ロ十臼町圏域議会推進協議会が発足

■第2回十日町市リゾート推進委員会が開

催

ロレインボーリゾート・越後整備構想推進

県議団会議が県知事に要望書を提出

臼県議会でリゾート特定地域を発表

十
日
町
市
の

　
　
　
基
本
的
な
考
え
方

　
十
日
町
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
上
越
市

を
中
心
と
し
た
上
越
圏
域
と
一
緒
に
な

り
、
「
レ
イ
ン
ボ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
越
後
」

と
し
て
構
想
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。　

し
か
し
、
今
回
の
県
に
よ
る
地
域
設

定
に
伴
い
、
新
た
な
構
想
づ
く
り
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
関
係

業
・
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
推
進
協

議
会
を
結
成
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

町
村
や
民
間
企
業
、
住
民
と
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
急
ピ
ッ
チ
に
構
想
の
具
体

的
な
中
味
の
策
定
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
構
想
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、

①
当
地
域
の
特
性
と
考
え
ら
れ
る
「
雪

と
織
物
」
を
生
か
し
た
開
発
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
②
関
係
重
点
整
備
地
区
を
有

機
的
に
結
ぶ
道
路
網
整
備
の
あ
り
方

③
北
越
北
線
と
の
関
連
性
④
民
間
企

業
の
参
画
の
あ
り
方
⑤
開
発
用
地
の

円
滑
な
確
保
ー
等
に
つ
い
て
十
分
検

討
を
進
め
、
特
色
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
を
目

ざ
す
考
え
方
で
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
成
果
は
、
一
朝
一

夕
で
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
息
の
長

い
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
今
回
の
地

域
選
定
も
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
へ
向
け
て

の
第
一
段
階
に
過
ぎ
ず
、
今
後
第
二
段

階
と
し
て
国
の
承
認
、
そ
し
て
第
三
段

階
と
し
て
具
体
的
な
計
画
推
進
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
来
る
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
十
日

町
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
要
と
し
て
、
ぜ

ひ
と
も
市
民
一
丸
と
な
っ
て
推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
将
来
を
見

通
し
た
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等
を
数
多

く
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
1
1
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
鵬
）
へ
。
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上．

第3回定例会

昭
和
6
1
年

圖
園

　
　
人
事
関
係

　
■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
…

…
中
林
秀
一
郎
氏
の
推
薦
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

…
…
九
月
三
十
日
付
で
任
期
満

了
に
な
る
林
正
氏
の
後
任
に
徳

永
成
太
氏
の
任
命
を
同
意
し
ま

し
た
。
九
月
三
十
日
付
で
辞
任

す
る
岩
田
三
夫
氏
の
後
任
に
志

賀
雅
夫
氏
の
任
命
を
同
意
し
ま

し
た
。

　
市
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」

「
十
日
町
市
水
防
協
議
会
条
例
の
制
定
」
な
ど
、
議

案
二
十
一
件
、
請
願
五
件
、
陳
情
四
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
一
般
質
問
は
、
十
一
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、

福
祉
行
政
・
道
路
行
政
・
水
問
題
な
ど
に
つ
い
て
た

だ
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

　
■
水
防
協
議
会
条
例
…
…
市

の
水
防
計
画
、
そ
の
他
水
防
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
調
査
審

議
す
る
た
め
、
水
防
法
に
よ
り

，一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　甲　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　薗　　　一　　甲　　一　一　一　一一一

協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
。

　
■
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
…
…
吉

田
小
学
校
改
築
移
転
に
伴
い
、

位
置
の
変
更
を
す
る
も
の
。

　
■
市
立
理
科
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
改
正
…
…
十
日
町

中
学
校
内
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー

の
位
置
を
正
し
く
し
た
も
の
。

　
■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
…
…
谷
内
丑
市
営
住
宅
の
老

朽
化
に
よ
り
一
部
を
除
却
す
る

も
の
。
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
　
予
算
関
係

　
■
昭
和
六
十
一
年
度
水
道
事

業
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
■
昭
和
六
十
二
年
度
新
潟
県

十
日
町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
の

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。

甲一一
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■
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
…
…
災
害
復
旧
工

事
費
な
ど
九
、
三
三
三
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　
置
昭
和
六
十
二
年
度
各
特
別

会
計
補
正
予
算
…
…

　
▽
国
民
健
康
保
険
　
　
保
健

　
施
設
の
消
耗
品
な
ど
三
〇
五

　
万
六
、
○
○
○
円
を
増
額
し

　
ま
し
た
。

　
▽
簡
易
水
道
　
　
水
沢
中
央

　
簡
易
水
道
工
事
な
ど
一
、
九

　
五
六
万
七
、
○
○
○
円
を
増

　
額
し
ま
し
た
。

　
▽
下
水
道
事
業
　
　
一
般
会

　
計
か
ら
の
繰
入
金
を
六
、
○
○

　
○
万
円
減
額
し
、
資
本
費
平
準

　
化
債
を
同
額
増
額
し
ま
し
た
。

　
▽
農
業
集
落
排
水
事
業

　
水
道
管
等
移
設
補
償
料
な
ど

　
二
六
万
七
、
○
○
○
円
を
増

『6－o一■，『

i問トー一一一
』一零一甲．．■

ヘ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ベ

…
質
…

「
I
o
I
o
I
』

つ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
ベ

…
几
又
…

四
』
紐
』

　す八1福i　　　可しな業　　　　　　1”…i
■る五ム祉r■　　決まど補■額慶一一…一一…一一…：一：
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村山　隆太郎

・道路行政の今後の方針について

・水田農業確立対策に対する市長の

　農林行政の取り組みについて

・原発送電線第ニルートについて

・田川バイパスの今後の見通しにつ

　いて

大島　清松

・市政一般にっいて

渡辺　春吉

・十日町市という市名にちなんだ活

　性化運動について

・社会経済常任委員会行政視察によ

　る一考察にっいて

・冬季期間学童通学上における除雪

　の徹底的実施について

・冬季間における不燃物廃棄の中止

　について

佐藤　勝巳

・人口漸減防止と農村嫁問題につい

　て

・道路行政について

大島昭三

・昭和63年度国家予算、概算要求の

　当市に与える影響について

庭野　重信

・福祉行政について

・農林行政について

・道路行政について

・信用機関の管理する家屋および工

　場等の安全対策について

水野　寛男

・J　R信濃川発電計画について

・総合計画について

名地　武文

・市政の運営について

・道路行政について

・下水道にっいて

半間　正

・市政一般にっいて

・リゾート誘致について

飯塚　洲司

・市政一般にっいて

大島　広栄

・マル優廃止、直間比率見直しにつ

　いて

・転作田の固定資産税評価替えにつ

　いて

・市道除雪の地元負担軽減問題につ

　いて

　
額
し
ま
し
た
。

　
■
昭
和
六
十
二
年
度
水
道
事

業
補
正
予
算
…
…
工
事
請
負
費

な
ど
二
、
一
七
三
万
円
を
増
額

し
ま
し
た
。
　
（
い
ず
れ
も
原
案

可
決
）

　
　
そ
　
の
　
他

　
■
土
地
の
譲
与
に
つ
い
て
…

…
「
社
会
福
祉
法
人
十
日
町
寿

福
祉
会
」
へ
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
建
設
用
地
と
し
て
一
万
三
、

八
五
八
・
四
三
平
方
㌶
を
譲
与

す
る
も
の
で
す
。

　
■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
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結
…
…
集
落
排
水
事
業
処
理
施

設
建
設
工
事
の
契
約
金
額
を
七

四
八
万
九
、
○
○
○
円
増
額
し
、

二
億
一
、
五
四
八
万
九
、
○
○

○
円
と
し
ま
し
た
。

　
■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
…

…
新
十
日
町
大
橋
橋
梁
新
設
工

事
（
一
億
五
、
三
〇
〇
万
円
）

の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
認
定
…
…
「
菅
山

線
」
ほ
か
十
五
路
線
を
市
道
に

認
定
し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
変
更
…
…
「
水
沢

城
中
線
」
ほ
か
二
路
線
の
起
点

・
終
点
を
変
更
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　暉　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　甲　　　一　　　一　　一　　一　一　一　一一一

　
■
市
道
の
廃
止
…
…
「
水
沢

透
崎
線
」
を
廃
止
し
、
　
「
城
内

線
」
と
し
て
新
た
に
認
定
し
ま

し
た
。
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
　
　
圃
圃

　
■
船
坂
一
号
線
・
二
号
線
拡

幅
改
良
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
市
道
編
入
に
関
す
る
請
願

　
　
田
川
町
地
内
（
採
択
）

　
■
国
道
一
一
七
号
線
の
交
通
安

全
道
と
原
反
目
線
出
口
の
拡
幅

と
改
良
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
「
私
学
助
成
の
充
実
・
強

4



化
を
求
め
る
意
見
書
」
に
関
す

る
請
願
（
継
続
審
査
）

　
■
信
濃
川
の
水
資
源
に
関
す

る
請
願
（
採
択
）圃

圖

■
流
雪
溝
敷
設
促
進
に
関
す

　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　－　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　騨　　　幽　　　一　　　一　　一　　零　一　一　一一一

る
陳
情

　
■
自
校
給
食
存
続
に
関
す
る

陳
情

　
■
市
道
川
治
内
後
一
号
線
・

二
号
線
・
三
号
線
道
路
舗
装
に

関
す
る
陳
情

　
■
南
中
学
校
・
川
治
小
学
校

通
学
路
改
善
に
関
す
る
陳
情

　　就
　　任
教教し
　育ま
育奢し
長暴た

にに

籍

庭野四郎治氏成太氏徳永

市
教
育
委
員
会
で
は
九
月
二

庭
野
四
郎
治
氏

徳
永
　
成
太
氏

十
一
日
、
九
月
臨
時
教
育
委
員

会
を
開
き
、
林
正
教
育
委
員
長

の
任
期
満
了
に
伴
う
新
教
育
委

員
長
に
庭
野
四
郎
治
氏
（
教
育

委
員
長
職
務
代
理
）
を
互
選
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
田
三
夫
教
育
長
の

辞
任
に
伴
う
新
教
育
長
に
徳
永

成
太
氏
（
教
育
次
長
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
両
氏
の
就
任
月
日
は
十
月
一

日
で
す
。

市
関
係
の
人
事
異
動

　
十
月
一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
）
内
は
異
動
前
の
職
名
で

す
。　

〔
里
ハ
動
〕

　
▼
教
育
次
長
・
庶
務
管
理
課

長
目
村
山
信
一
（
企
業
立
地
課

長
）
▼
経
済
部
長
・
企
業
立
地

課
長
匹
小
川
徳
久
（
経
済
部
長
）

　
〔
退
職
9
月
3
0
日
付
〕

　
▼
徳
永
成
太
（
教
育
次
長
・

庶
務
管
理
課
長
）

市
長
賞
阿
部
信
恵
さ
ん

布
長
賞
大
島
直
樹
く
ん

　
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク

…
ル
」
に
は
ポ
ス
タ
ー
九
十
二

点
、
標
語
二
百
六
十
九
点
の
応

募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
つ
ぎ

の
よ
う
に
入
賞
者
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
全
作
品
、
標
語

「金魚もきれいな水が大好きだって」。

金魚すくいは大変な人気でした。

葵
乙
濃
慧

は
入
賞
作
品
を
市
役
所
市
騒
望
活

ー
ル
に
今
月
二
十
日
㈹
ま
で
展
　
　
示
し
て
あ
り
ま
す
。

入賞者・一覧表（敬称略）

　
九
月
を
下
水
道
促
進
月
間
と

し
て
い
る
当
市
で
は
、
九
月
十

、
五
日
㈱
を
促
進
P
R
の
日
と
し

て
、
　
「
一
日
下
水
処
理
セ
ン
タ

ー
職
員
」
　
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ

相
談
所
」
　
「
西
小
学
校
P
T
A

見
学
会
」
な
ど
の
催
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
春
日
公
園
を
会
場
に
し
た
下

水
道
い
ろ
い
ろ
相
談
所
で
は
、

排
水
設
備
工
事
や
融
資
制
度
の

多
く
の
相
談
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
相
談
の
間
、
子
供
た
ち
は

金
魚
す
く
い
を
楽
し
み
、
に
ぎ

や
か
な
一
日
で
し
た
。

部　　門 ポスター 標　　語

小
学
生
の
部

市長賞 阿部　信恵
（十日町小　6年）

岩田　直子
（東　　小　6年〉

銀　賞

高橋　由紀子
（西　　小　6年）

佐藤芳子
（川治小　5年）

越村　吉人
（東　　小　6年）

小口　博朗
（十日町小　6年）

銅　賞
高橋恵美
（川治小　5年）

重野　　晃
（川治小　6年）

小泉　信也
（東　　小　6年〉

阿部　　保
（用治小　6ギ）

中
学
生
の
部

市長賞 大島　直樹
（十日町中　3年）

銀　賞
　　鱒丸山　和子
（南　　中　2年）

銅　賞

竹内　信人
（南　　中　1年）

福崎　てるみ
（南　　中　王年）

下水道いろいろ相談所、
関心をもっていました。

十臼町・西・東・川治小学榛の4年生16
人が一臼下水処理セン9一職員で勉強

　
　
　
　
　
ぬ
あ
　
　
テ
さ
ん

．
虚
鑓
躍

『
醸
裟
矯

　
　
　
．
｝
．
．
癒
繕

　
　
　
濃
雛
雛

繋
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＝

み
ん
な
が
「
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
・
つ
く
ろ
う
健
康
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
の
ま
ち
で
す

体
育
課
（
総
脊
体
育
館
姪
麗
ー
4
3
7
7
）

鈎
周
の
体
育
施
設
無
料
開
放
園
ほ
雛
日
㊥
懇
載

6

舞

灘

ゾ

　
　
年
に
何
回
か
一
家
で
サ
イ
ク
リ

町
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。
五
歳
の
長

校
学
男
は
近
ご
ろ
三
十
キ
。
ぐ
ら
い
な
ら

㈲
平
気
で
走
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二

ん
く
歳
の
長
女
は
お
ん
ぶ
で
参
加
で
す
。

　五
　
　
コ
ー
ス
選
び
さ
え
適
切
な
ら
、

　
編
子
供
も
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

さ博
ッ
で
す
。
体
育
の
日
は
紅
葉
見
物
、

野
そ
れ
と
も
史
跡
め
ぐ
り
。
今
年
も

水　
み
ん
な
で
参
加
し
ま
す
。

　
　
始
め
て
三
年
、
土
曜
日
夜
が
新

－
座
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
練
習
日
。
二

座
新
十
人
程
の
会
で
す
が
、
七
組
程
の

つ
楠
夫
婦
同
伴
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

さ子
　
　
市
内
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加

良
　
　
　
　
　
　
　
、

駆
す
る
よ
う
に
な
り
　
楽
し
く
試
合

に
杁
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
よ

娘
き
指
導
の
も
と
、
練
習
に
、
試
合

橋
に
、
反
省
会
に
と
、
大
い
に
軟
式

古
同　

テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
．⑭，・

　
　
パ
パ
・
マ
マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

町
田
会
は
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
が
会
場

新
南
に
い
っ
ぱ
い
。
夫
婦
一
緒
に
プ
レ

綱
i
し
、
互
い
に
喜
び
を
分
か
ち
あ

論
え
る
の
も
よ
い
も
の
で
す
．

ロ斥
　
楽
し
く
和
や
か
な
プ
レ
ー
の
中

ゆ　
紋
に
も
、
昨
年
の
雪
辱
を
き
し
て
優
、

さ夫
勝
を
目
ざ
し
ま
す
。
既
婚
の
男
性

正田
三
人
と
女
性
六
人
で
ど
な
た
で
も

池　
参
加
で
き
ま
す
よ
。

昭和62年度匝1囲回回囹図図図
児玉昭一郎さん
（吉田地区体協・スキー協会・51歳）

吉田地区体協の中心的立場

で、地区体育振興・スキー

振興に貢献

　10月10日夜、クロス10で

開かれた第17回体育協会体

育祭で表彰されました。

関口　耕二さん
（相撲連盟・50歳）

長年にわたり、相撲連盟の

中心的立場で、地域相撲振

興に貢献

功労者賞

横尾　秀和さん
（スキー協会・53歳）

スキー協会の中心的立場で＼

地域スキー振興に貢献

長谷川　強さん
（下条地区体協・50歳）

下条地区体協の中心的立場

で、地区体育振興に貢献

戴盟
縄
．

優秀指導者賞

生越　一正さん
（体操協会・52歳）

体操協会の中心的立場で、

地域体操振興に貢献

丸山　捷一さん
（柔道・45歳）

柔道ジュニア層の育成に優

秀な指導力を発揮

吉沢　慎一さん
（野球連盟・52歳）

野球連盟の中心的立場で、

地域野球振興に貢献

◎

籾山　　均さん
（空手道・39歳）

空手選手の育成に優秀な指

導力を発揮

西方　一夫さん
（軟式庭球連盟・60歳）

軟式庭球連盟の中心的立場

で、地域軟式庭球振興に貢

献

中川　　直さん
（中学校体育連盟・39歳）

スキー・陸上・水泳選手の

育成に優秀な指導力を発揮

大関　和夫さん
（陸上競技協会・50歳）　　　1
陸上競技協会の中心的立場馨

で、陸上競技振興に貢献　　薄

庭野鉄雄さん
（スキー・陸上・44歳）

スキージュニア層の育成に

優秀な指導力を発揮

庭野　雅弘さん
（バレーボール協会・陸上競

技協会・53歳）

市体育協会・バレーボール協会・

陸上競技協会、また体育指導委員

として市民体育活動の振興に貢献

優秀競技者賞（敬称略）
　（61．10月～62．9月間の優秀選手）

富　井　　　茂（28） バスケットボール

服　部　由美子（17） 柔　　　　道

渡　辺　哲　雄（2① バレーボール

目　黒　嘉　一（26〉 〃

富　井　正　喜（23） 〃

轡　田　美和子（殉 陸一　　　　上

太　田　篤　宣（22） 〃

保　坂　常　雄㈹ 〃

鈴　木　　　隆（2の 相　　　　撲

保　坂　大二郎（11） 〃

高　橋　哲　成（1励 ス　　キ　　ー

小　川　晶　久（1の 〃

山　内　京　子（1励 〃

星　野　一　夫（1① 〃

桑　原　弥　生（1① 〃

大　嶋　次　郎（16〉 〃

湯　川　日出夫（18） 〃

本　間　　　大（18） 〃

市バドミントンチーム バドミントン

陸上競技協会駅伝部 駅伝競走
十日町高校 〃

十日町高校 空　　手　　道

十日町高校 柔　　　　道

優秀競技者大賞（敬称略）
　（優秀競技者賞5回目の対象選手）

野　本　　　修（4① 相　　　　撲

庭　野　一　史㈹ 空　’手　　道

梧　沢　俊　明（21） ス　　キ　　ー

’ンピ享筆藷＿体力テスト

皆さんの体力は、どんな状態ですか。この機会

に50円（データ用紙代）を持ってお出かけください。

■10月15日㈲　夜7時～9時／下条中学校

■　〃16日働　　　　〃　　／南中学校

■　〃24日⊂L）夜5時～8時／総合体育館

響舞瑞饗銃す一学校開放

　学校開放利用の後期分（12月～63年3月）の申

し込みを受け付けています。

■利用できる団体＝原則として責任者が明確な10

人以上（市内在住・在勤）の団体です。

■申し込み＝11月7日仕）までに体育課へ。



（表1）　保　育　所
区分 保育所名　　　所在地 鷺

公
　
　
　
立

鐙島保育所　　南鐙坂 60

高山保育所　　錦　町　2 60

川治保育所　　川治上町 60

下条保育所　　下条本町 45

十日町西保育所　　下川原町 120

北原保育所　　北　　　原 45

水沢保育所　　土　市　2 90

私
　
　
　
　
立

十日町幼児園　　本町西1 60

北越保育園　　本町6－1 90

四日町保育園　　四日町2 90

山本愛泉保育園　　山　本　2 60

森の保育園　　大黒沢東 90

いずみ保育園　　昭和町3 60

中条保育園　　中　　　町 90

慈光保育園　　北新田1 90

　　入所・入園を受け付けます

の書ちゃん’1レゆう3う”

保育所・へき地保育所1用2日～16日

幼 稚 園1稠2日～30日

（表2）　へき地保育所
へき地保育所名　　所在地　　電　　話

吉田保育園　吉田山谷　57－1418
新座保育園　新座2　57－6002
水沢南部保育園　水沢3　58－2229
六箇保育園　　田　　麦　　52－3418

白梅保育園　　高田町4　57－8338
飛渡保育園　新　　水　　59－2032
鉢　保　育　園　鉢　　2　52－5544

八箇保育園　池之平　57－OO62

（表3）　幼 稚

＊
受
付
期
問
　
十
一
月
二
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
～
十
六
日
㈲

＊
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
保
育
に
欠
け
る
児
童

＊
提
出
書
類
　
①
申
請
書
②
添

付
書
類
…
…
申
請
書
等
は
社
会

福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所
（
表

1
）
に
あ
り
ま
す
。

＊
入
所
選
考
　
申
請
書
等
に
よ

っ
て
、
保
育
に
欠
け
る
程
度
の

高
い
児
童
か
ら
入
所
決
定
を
し

ま
す
の
で
、
定
員
を
超
え
て
希

望
が
あ
る
保
育
所
の
場
合
は
入

所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
申
込
先
　
社
会
福
祉
事
務

所
福
祉
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1

内
線
悩
・
燭
）

へ
き
地
因
回
図

＊
受
付
期
間
　
十
一
月
二
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
～
十
六
日
㈲

＊
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
保
育
に
欠
け
る
児
童

＊
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
入

園

幼稚園名　所在地　電　話 募集人員
3歳 4歳 5歳

愛宕幼稚園　川原町　52－3123 60 60 若干名

天使幼稚園　寿町4　52－3466 60 20 若干名

むつみ幼稚園　桑　原　56－2424 50 35 13

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
、
保
育

所
・
幼
稚
園
に
入
所
・
入
園
を

希
望
す
る
子
供
さ
ん
の
受
け
付

け
を
始
め
ま
す
。

因
固
圏

所
希
望
の
へ
き
地
保
育
所
（
表

2
）
に
あ
り
ま
す
。

＊
申
込
先
各
へ
き
地
保
育

所

回
圏
国

＊
受
付
期
間
　
十
一
月
二
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
～
三
十
日
㈹

＊
入
園
資
格
　
六
十
三
年
四
月

一
日
現
在
、
満
三
歳
以
上
の
就

学
前
の
児
童
。

＊
提
出
書
類
　
申
込
書
等
は
入

園
希
望
の
幼
稚
園
（
表
3
）
に

あ
り
ま
す
。

＊
入
園
決
定
　
申
込
書
等
の
審

査
、
面
接
の
後
に
決
定
し
ま
す
。

＊
申
込
先
各
幼
稚
園

1　博物館秋季特別展　10月17日㊤～25日⑤

1妻有の画人たち展II：辮黙灘圭舗
嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中学生以下は無料）

関
口
雪
翁

今回の特別展は、5年前に開催して好評だった「妻有の画人

たち展」の続編として企画しました。前回開催後の調査で新た

に発掘した資料を加え、十日町市域で活躍した文人・画人の作

品を中心に公開します。こうした画人たちの人と作品をとおし

て，妻有の文化の一端にふれてみてください。

主
な
画
人
た
ち

▼
関
口
　
雪
翁

▼
新
井
　
文
圭

▼
渡
辺
　
芝
谷

▼
湯
沢
　
雪
轡

▼
根
津
　
東
陵

▼
樋
口
　
石
翁

▼
佐
藤
　
雲
窓

▼
渡
辺
　
寿
考

▼
宮
入
　
黎
光

▼
関
口
　
静
山

▼
半
間
　
一
甫

▼
紺
野
　
朱
泥

▼
岡
田
　
香
雪

▼
岡
田
　
雲
洞

▼
田
村
　
梅
隻

▼
岡
田
　
耕
雲

▼
岡
田
　
梅
堅

▼
樋
口
　
梅
漢

▼
二
瓶
　
雪
嶺

▼
藤
木
　
梅
倦

▼
阿
部
　
梅
洲

▼
樋
口
　
浩
伸

▼
橋
本
　
柊
園

▼
村
山
　
竹
翁

▼
野
上
　
雲
鍬

▼
佐
野
　
三
岳

▼
馬
場
　
貫
行

▼
児
玉
　
東
洋

▼
馬
場
　
藍
泉

▼
水
落
　
信
厘

▼
水
落
　
楓
一

『
▼
水
落
翠
荘

　
　
　
∫
よ
　
　
　
》

　
　
　
9
　
　
カ

7とお’，ガ夢3昭和62年10月10日



6纏
上

　9月27日（日）、総合公園（諏訪神社裏手）で、子供さんの

誕生（61年4月2日～62年4月1日までに生まれた子）を

祝う市の花「山つつじ」の記念植樹が行われました。

　当日は好天。250人の子供さんの家族が参加しました。

「ここには初めて来ました。よい場所ですね。来年はしっ

かりと歩けますから、お弁当持参で花を見に来ます」　「山

つつじは、どのくらい大きくなるんですか」……。皆さん、

この先がとても楽しみの様子でした。

　今年が6回目、約1，500本になりました。春にはきれい

な花が。散歩がてらぜひお出かけください。

　
　
　
、
出
事
業

思
2
い
入
が
港
植
樹

　
　
　
　
懸
霧
鶏
醗

みんなの思いは「大きく育て」

大粒のくり。袋はすぐいっぱいに

霧轟晦　9月10日に開園した「黒沢観光くり園」。初めてのため、

どのくらいのお客さんがとの心配もありましたが、今月2

日までに2，119人もの皆さんが、くり拾いを楽しみました。

　丹沢・伊吹・大和などの大粒のくり、広いくり林に、十

分に秋の一ときを満喫していました。市内はもちろん、新

潟、長岡、糸魚川など遠方からも多くの人が来てくれまし

た。十日町の“秋、の観光名所として期待がもたれます。

　黒沢栗生産組合では、来年はさらに趣向をこらして多く

のお客さんをと、すでに思いをめどらしています。

き　れ撫繋藻灘瓢隷纂1糖訪
中の　教えです．そのきのこ鑑別講習会が6日、山伏山森林公園

1毒　二　　　（津南町）で行われました。

麺取秀加継獣騰撚薪雛、講、
劣発凱れた約1。。種類のきのこの特徴や見分こナ方など真剣

　、う見なまなざしで聞き入っていました．

　　〈　　　　これからきのこ採りに行く皆さん！保健所（奮57－2400）

　　　　　　では、鑑別について気軽にどうぞと呼びかけています。ちょっと待ってね。調べてから

　
年
末
を
控
え
、
下
条
地
区
で
し
め
縄

づ
く
り
が
盛
ん
。
仕
事
も
四
年
目
と
な

り
、
手
際
よ
く
見
事
な
“
し
め
縄
”
が

出
来
上
が
り
、
世
間
話
に
も
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
目
標
の
三
千
本
達
成
に
、
全

員
が
連
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
お
も
に

東
京
方
面
に
出
荷
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
し

た
小
遣
い
と
り
と
か
。
夏
の
暑
い
時
期
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
青
干
し
に
し
て
根
気
の

い
る
作
業
が
。
ま
た
、
今
年
か
ら
干
そ

ば
を
包
み
こ
む
“
そ
ば
ず
っ
と
こ
”
の

生
産
も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

須
藤
又
一
さ
ん
（
岩
野
・
7
2
歳
）

　
楽
し
い
で
す
ね
。
手
を
動
か
す
の
で

ボ
ケ
防
止
に
最
適
、
昔
よ
く
や
っ
た
の

で
な
つ
か
し
い
。

田
村
廣
文
さ
ん
（
岩
野
・
6
9
歳
）

　
日
本
の
ど
な
た
か
に
役
立
っ
て
く
れ

て
う
れ
し
い
で
す
。
内
孫
三
人
、
外
孫

しめ縄づくりに

精を出す
ム
ロ

ヤ
ヤ
ノ
　
　

　
94

完
2
6

　
一

村
5
5

　
盈

上
野

表
岩

代
（

四
人
、
こ
の
仕
事
を
し
て
体
の
調
子
が

よ
く
な
り
ま
し
た
。

水
落
喜
一
郎
さ
ん
（
岩
野
・
68
歳
）

　
今
年
の
“
し
め
縄
づ
く
り
”
は
天
候

に
恵
ま
れ
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
”
青
干
し
”

も
無
事
す
ん
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

村
山
隆
次
さ
ん
（
岩
野
・
6
7
歳
）

　
「
初
め
て
に
し
め
縄
づ
く
り
四
苦

八
苦
」
こ
の
句
は
、
あ
ま
り
う
ま
く
出
来

な
い
の
で
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
旅
行
の
楽
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
ね
。
人
生
は
の
ん
び
り
と
。

上
村
完
治
さ
ん
（
岩
野
・
6
6
歳
）

　
　
　
ひ
ら

　
手
の
平
が
荒
れ
て
薄
く
な
り
、
何
を

持
つ
に
も
苦
痛
で
す
。
お
正
月
に
店
先

に
並
ぶ
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。
年
々
、

需
要
が
増
え
張
り
合
い
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
（
八
人
）
は
、
荷
縄
、
つ
る
べ

縄
を
な
っ
た
人
だ
け
の
集
ま
り
で
す
。

8



藍人のび多15

みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（奮57－3111内
線213、214）

　　　4　　’撫誌

　　　　鵬9

φ川治公焼物教室

連絡先：川治地区公民館

（河内町　暦52－2482）

　
毎
週
水
曜
日
夜
七
時
半
に
な
る
と
、

思
い
思
い
に
川
治
地
区
公
民
館
に
集
ま

っ
て
来
ま
す
。
教
室
は
四
月
か
ら
十
一

月
ま
で
。
毎
年
開
い
て
い
ま
す
が
、
メ

ン
バ
ー
二
十
一
人
の
大
半
が
三
、
四
年

通
っ
て
来
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
に
女
性

が
多
く
、
手
の
動
き
と
一
緒
に
茶
飲
み

話
や
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
「
焼
物
を
始
め
て
よ
か
っ
た
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
茶
わ
ん
、
花
び
ん

な
ど
、
家
で
使
っ
た
り
、
人
に
上
げ
た

り
と
実
益
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

や
め
ら
れ
な
い
の
か
な
」
と
皆
さ
ん
の

声
が
。

　
土
を
こ
ね
て
、
形
に
し
て
、
約
八
時

間
の
素
焼
き
。
そ
し
て
、
う
わ
ぐ
す
り

を
塗
っ
て
十
二
時
間
の
本
焼
き
。
出
来

上
が
り
ま
で
手
間
の
か
か
る
作
業
で
す
。

「
釜
か
ら
取
り
出
す
時
は
期
待
と
不
安

が
。
ど
ん
な
仕
上
が
り
か
、
思
い
ど
お

り
の
色
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
万

が
一
ひ
び
が
入
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

と
、
あ
れ
こ
れ
考
え
ま
す
」
。
こ
の
瞬

間
が
焼
物
づ
く
り
の
魅
力
で
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
腕
を
磨
こ
う
と
年
一
回
は
研
修
も
。

今
年
は
新
潟
市
で
の
作
品
展
を
見
て
来

ま
し
た
。
今
は
、
十
一
月
の
地
区
公
民

館
文
化
祭
の
作
品
づ
く
り
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
鴛馨

　
　
　
り

　
　
襲瞬

凝

躍

轟

簿
。

野襲大会興黙写真

世
帯
で
も
、
元
気
は
い
っ
ぱ
い

「
若
葉

　
　
　
灘

癬鞭醸肇糠燭ドキ
欝

瓜試

　
（
福
崎
　
好
夫
会
長
）
」

　
　
一
人
立
ち
す
る
草
木
の
よ
う
に

　
若
い
力
で
田
麦
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に

し
よ
う
と
誕
生
し
た
「
若
葉
会
」
も
十

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
は
十
七
人

の
会
員
で
し
た
が
、
今
は
十
人
で
す
。

会
員
の
減
っ
た
分
は
、
平
均
年
齢
二
十

五
歳
の
若
さ
と
周
り
の
人
た
ち
の
協
力

で
カ
バ
ー
し
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
会
の
名
前
は
、
い
つ
も
新
鮮
で
、
そ

し
て
丈
夫
に
伸
び
伸
び
と
一
人
立
ち
す

る
草
木
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
つ
け
ま
し

た
。

　
近
く
の
町
内
と
も
交
流
を

　
昨
年
よ
り
は
今
年
、
今
年
よ
り
は
来

年
を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
、

反
省
を
繰
り
返
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
主
な
年
間
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　
夏
祭
り
が
七
月
の
十
七
夜
の
土
・
日
曜

日
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
前
夜

祭
の
『
カ
ラ
オ
ケ
大
会
』
で
祭
り
気
分

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
田
麦
公
民

館
前
の
仮
設
舞
台
は
、
自
慢
の
声
の
オ

ン
・
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　
翌
日
は
今
年
か
ら
新
し
く
『
早
期
マ

ラ
ソ
ン
大
会
』
を
始
め
ま
し
た
。
子
供

も
大
人
も
町
内
一
周
で
す
。
午
後
か
ら

は
『
子
供
み
こ
し
』
が
に
ぎ
や
か
に
担

ぎ
出
さ
れ
ま
す
。
途
中
、
皆
さ
ん
が
ご

ち
そ
う
を
用
意
し
て
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
盆
に
は
三
チ
ー
ム
に
分
け
た
『
野

球
大
会
』
、
十
一
月
三
日
に
は
熊
野
神

社
の
祭
り
を
祝
い
『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
中
に
も
闘
志
満
々
の
プ
レ
ー

が
見
ら
れ
ま
す
。
田
麦
は
四
十
二
戸
と

少
世
帯
で
す
の
で
、
ど
の
行
事
も
参
加

率
は
高
く
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
く
と
も
付
き
合
い
を
深
め
よ

う
と
、
ニ
ツ
屋
・
麻
畑
・
船
坂
の
若
い

人
た
ち
と
野
球
チ
ー
ム
「
リ
ー
ブ
ス
」

を
作
り
、
十
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
大
い

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
年
間
十
三
、

四
試
合
、
勝
率
は
五
分
。
市
野
球
連
盟

に
加
入
し
て
公
式
戦
に
出
場
し
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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　　一ツに親しみ＼健全でたくましい心

　で．総合体育館の利用者のひとり柳信

にお話をしていただきました。

　市では＼市民一人ひとりが．スポ　　「

とからだづくりを進めています。そこ

子さん（上川町）と岩田久雄・体育課長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市

　
　
　
　
宣
言
を
掲
げ
て

柳
体
育
課
の
お
仕
事
は
、
社
会
体
育

を
通
し
て
”
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
”
の
実

現
を
目
ざ
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
が
。

岩
田
　
そ
う
で
す
ね
。
市
の
総
合
計
画

で
「
地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
人

づ
く
り
」
の
中
に
「
社
会
体
育
の
振
興
」

を
掲
げ
、
柳
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
目

標
に
向
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
五
十
九
年
に
は
総
合
体
育
館
の
竣
工

を
期
し
て
「
楽
し
も
う
ス
ポ
し
ツ
・
つ

く
ろ
う
健
康
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
民

一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
念

願
し
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
」
を
宣
言

し
た
わ
け
で
す
。

柳
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
愛

し
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
明
る
く
豊
か

な
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
念
願
し
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。
と
っ
て
も
い
い
こ
と
で

す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
市
内
に
は
、
立
派
な
体
育

施
設
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
う
で
す
が
。

　
施
設
整
備
に
件
い

　
　
　
　
　
競
技
力
も
向
上

岩
田
　
体
育
振
興
策
と
し
て
競
技
ス
ポ

ー
ツ
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
職
場
ス
ポ
ー

ッ
の
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
・
婦
人
・

老
人
と
い
っ
た
各
層
の
体
力
に
合
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
．
　
「
場
所
」
の
提
供
と
い
う
こ

と
で
す
。
笹
山
野
球
場
・
武
道
館
・
総

合
体
育
館
・
陸
上
競
技
場
な
ど
は
主
と

し
て
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
に
つ
く
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
の
た
め
市
内
六
地
区
に
野
球
場
が

あ
り
、
ま
た
小
・
中
学
校
の
協
力
に
よ

り
夜
間
開
放
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
信
濃
川
運
動
公
園
・
青

少
年
運
動
広
場
・
夜
間
照
明
施
設
の
あ

る
城
ケ
丘
野
球
場
・
庭
球
場
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
か
ら
大
い
に
利
用

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

柳
こ
の
と
こ
ろ
地
場
産
業
の
低
迷
な

ど
沈
滞
ム
ー
ド
の
な
か
で
、
昨
年
の
高

校
野
球
の
活
躍
、
県
駅
伝
の
男
女
優
勝
、

ス
キ
i
選
手
の
活
躍
で
明
る
い
話
題
が

あ
り
ま
し
た
。
施
設
整
備
の
成
果
で
す

ね
。

信子さん柳

岩
田
　
ス
ポ
ー
ツ
が
明
る
い
話
題
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
に
無
関
心
な
人
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
を
持
ち
、
観
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
実

行
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
と
発
展
さ
せ
、
市

民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
を
図
り
た
い
で

す
ね
。

柳
　
多
く
の
施
設
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
が
、
使
用
す
る
に
は
ど
ん
な

手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

岩
田
　
総
合
体
育
館
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
祭
日
は
休
み
で
す
が
日
曜
日

も
職
員
が
い
ま
す
。
日
曜
日
・
火
曜
日

以
外
は
夜
九
時
三
十
分
ま
で
使
用
出
来

ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
で
き
る

　
　
　
　
各
種
教
室
を
開
催

柳
私
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く

仲
間
で
楽
し
み
た
い
と
サ
ー
ク
ル
を
つ

く
り
総
合
体
育
館
を
中
心
に
テ
ニ
ス
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
体
育

館
・
安
い
使
用
料
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
願
い
し
て
い
る
優
秀
な
指
導
者
が
い

ま
す
ね
。
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
た
い
方
は
、

ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
た
’
だ
、
私
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
や
ク

ラ
ブ
で
は
指
導
者
の
確
保
が
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
指
導
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

岩
田
　
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
出
来
る

と
い
う
こ
と
が
、
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の

実
現
に
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
柳
さ
ん
の
よ
う
な
仲

間
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
二
十
五
人
の
ス
ポ
ー
ツ

経
験
者
を
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
し
て

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
開
催
し
て
い

岩田久雄課長

ま
す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル

や
ク
ラ
ブ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
か
ら
私
ど
も
が
、
お
ぜ

ん
立
て
す
る
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
か
ら
の
要
請
に
よ
り
指
導
し
て
行

く
と
い
う
「
出
前
指
導
」
を
大
い
に
P

R
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　
市
総
合
公
園
の

　
　
　
　
造
成
工
事
に
着
手

柳
　
私
は
先
日
、
主
人
と
陸
上
競
技
場

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
立
派

な
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
般
の

人
が
手
軽
に
利
用
出
来
な
い
で
し
ょ
う

か
。岩

田
　
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
陸

上
競
技
場
な
ど
は
競
技
ス
ポ
「
ッ
を
主

目
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
一

般
の
皆
さ
ん
も
使
用
料
を
払
っ
て
い
た

だ
け
ば
手
軽
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
出
来

ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
体
育
館
に
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
や
卓
球
室
も
あ
り
ど
な
た
で
も

利
用
で
来
ま
す
。

柳
最
後
に
今
後
の
見
通
し
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

岩
田
　
施
設
づ
く
り
は
、
十
日
町
総
合

公
園
の
造
成
工
事
に
着
手
し
て
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
夜
間
照
明
付
き
野
球
場
・
多

目
的
広
場
な
ど
が
予
定
さ
れ
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
数
多
い
施
設
を
い
か

に
有
効
に
活
用
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
ね
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
知
恵
を
出

し
合
っ
て
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
発
展
さ
せ
、
健
康
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ユ0さあ．家の中を見てください。どんどん持ち寄り有効にノ
　　　日時／／0月27日（火）午前10時～午後6時30分
　　会場／クロス10大ホール

不用品販売セール

特売販売会
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ム家δ恥材料（4人分）

身
近
な
材
料
で

こ
の
一
品

　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
写

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
’

●ナス……8個

●ごま……大さじ4

●しょうゆ……大さじ2

●砂糖……大さじ1

●みりん……大さじ2

●揚げ油……適宜

●化学調味料……少々

柳沢　リツさん

、
　
　
　
◎

（姦57、騒驚）

　
素
朴
な
味
が
楽
し
め
ま
す
。
熱
い
う

ち
で
も
、
冷
め
て
か
ら
で
も
お
い
し
く

い
た
だ
け
ま
す
。

●
作
り
方

①
ナ
ス
は
、
水
気
を
ふ
き
ヘ
タ
を
取
っ

て
縦
に
六
～
八
つ
の
串
形
に
切
る
。

②
い
り
ご
ま
は
、
よ
く
す
り
つ
ぶ
す
。
み

り
ん
、
し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
、
化
学
調
味

料
を
加
え
、
さ
ら
に
よ
く
す
り
込
む
。

（
た
れ
の
出
来
上
が
り
）

③
串
形
に
切
っ
た
ナ
ス
を
熱
し
た
油
で
、

か
ら
揚
げ
す
る
。

④
②
の
ご
ま
だ
れ
の
中
に
熱
い
ナ
ス
を

　
　
　
　
　
し

入
れ
、
味
を
浸
み
込
ま
せ
る
。
味
が
浸

み
込
ん
だ
ら
、
皿
に
盛
っ
て
い
た
だ
く
。

コ
ツ
◆
時
間
を
か
け
て
、
ご
ま
か
ら
油

が
出
て
し
っ
と
り
す
る
ま
で
す
り
込
む
。

揚
げ
油
に
ご
ま
油
を
少
々
加
え
て
揚
げ

る
と
風
味
が
よ
い
。

堀

鰍
、♂

　
　
、
穫

麿
　
　
・
履

、
ごまの香りが食欲をそそります

畿翻漣
　　　⑭

　　　　　　　　　　レ’一　　　　　ひろ　　み

ル鑑」覇謹宏一・離3窮ん長女

　今日（9月27日）．保育園の運動会だったの。

かけっこ￥お遊戯，ちゃんとできたの。応援のお

田さんも「よくできたね」とほめてくれたの。

レ
障
卜
，
蔵
．

⑭飛渡保育園■

家によく来る猫。僕と同じでとてもたくましいんだよ。

叢
騨

大津未宇ちゃん（4歳）

夢を見たの。お兄いちゃんとお盆に花火をした夢だったの。

’
　
》
・
　
9

串やンハスだより

Vol．7

⑥製以水沢小学校
　　　　ゼロ
交通事故0をめざして

　
今
年
は
国
道
拡
張
工
事
の
た
め
、
特

…
に
道
路
状
況
の
悪
い
状
態
で
す
が
、
交

…
通
事
故
0
（
ゼ
ロ
）
を
目
ざ
し
、
地
域

．
全
体
の
協
力
を
得
て
児
童
会
は
も
ち
ろ

㎜
ん
全
校
態
勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

…
過
日
、
　
『
交
通
安
全
県
宣
言
記
念
県
民

…
大
会
』
で
県
知
事
表
彰
を
受
彰
す
る
こ

．
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
一

。
層
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…
晶
郡
市
模
型
展
学
校
賞
に
輝
く

　
五
月
か
ら
、
身
近
な
素
材
を
生
か
し
、

…
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
を
合
言
葉

㎜
に
模
型
工
作
の
構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
・
一
譲
齪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牽

聡
験
籍
　
纈

　じ　　　　　　　　　　　　　

（上）すもうクラフ

（左）音楽クラブ

　
　
　
　
　
．
鰻

　
　
　
　
　
　
駆

　
　
　
　
　
　
　
’
◎
促

　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
繋
　
難
湯
懲

し
た
。
夏
休
み
が
勝
負
で
、
子
供
た
ち
…

の
発
想
と
根
気
強
さ
が
、
廃
物
も
傑
作
…

に
大
変
身
を
し
ま
し
た
。
こ
の
意
欲
が
…

学
校
賞
に
輝
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
…

晶
が
ん
ば
る
音
楽
・
す
も
う
ク
ラ
ブ

　
音
楽
ク
ラ
ブ
は
郡
市
音
楽
交
歓
会
に
…

向
け
て
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲
「
ア
イ
㎜

ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」

な
ど
の
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

各
パ
ー
ト
の
旋
律
が
美
し
く
響
き
合
う
…

演
奏
を
め
ざ
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
練
㎜

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
す
も
う
ク
ラ
ブ
の
豆
力
士
た
ち
は
、

す
り
む
い
て
も
水
で
洗
っ
た
だ
け
で
平
…

気
で
練
習
を
続
け
ま
す
。
苦
し
く
て
時
㎜

に
は
涙
を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
強
く
な
り
、
数
々
…

の
大
会
で
優
秀
な
成
積
を
収
め
ま
し
た
。

ノ

おでかけください。あなたの株の持参も大歓迎！
　　日時／り0月25日（日〉午前9時～¶時（雨天決行）

　　会場／あじさい公園

あじさいの

ふれあい植樹
ユユとPお｝．ガ夢3昭和62年10月10日
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市役所 智57－3111 （〒948千歳町3－3）

騨騨　　　　　（敬称略）

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（8月／6日～9月26日受

け付け分）＝累計273町内、11団体

69イ固人，348法人から2，018万5，727

円

■団体　十日町市農協役職員一同

（30万4，488円）十日町市農協職員

一同（5万円）十日町食肉卸㈱職員

一同（1万円）

■個人　田村孝平（下条中央通り・

10万円）水落正樹（高田町2・1万

円）桑原光江（錦町1・3，000円）五

十嵐仁志（錦町1・2，000円）丸山政

二（駅通り・5，000円）水落武治（上

新田1・5万円）樋口貰一（高田町

2・15万円）山口兄弟会（10万円）

故岡田ツガ遺族一同（100万円）

　社会福祉事業へ＝村尾正次（本町

6－2・100万円）鉢真生会（3万

円）岡村建治（1，000円）

　交通遺児等援助基金＝関口潔（加

賀糸屋町・30，100円）上町俄若衆連

中代表石田正信（15，500円）

　全国下水道促進デー＝田村邦夫

（昭和町1・稚魚1，000匹）

　博物館へ（各種資料）＝山田正（水

口）丸山英吉（南鐙坂）米山豊平

（新保）高橋金市（稲荷町西（長谷川

一郎（下山）滝沢栄輔（本町1）橘

沢定芳（山本5）佐野トメ（高島）

涌井キヨ（高島）柳一徳（高島）佐

野虎雄（高島）野上草一（高島）柳

登久治（高島2，樋口米一（背戸）滝

沢栄輔（本町1）庭野マサイ（田中

町本通り）佐藤みい（四日町新田3）

松下亀太郎（姿1）庭野シゲ（田中

町西）村山安貞（川治中町）小海秀

夫（高田町4）衛生施設組合

下条地区公民館
日時11月2臼（月〉午前9時～午後4時

　　　　3日㈱午前9時～午後3時
内容　・展示（書道、活花，写真、版画、

　　手芸、焼物）・家宝展・菊花展

　　・バザー・市民優秀作品展

川治地区公民館

目時　n月3日㈱午前9時～午後4時
内容　・展示（活花．焼物、書遵、盆栽、

　　手芸、菊花）・バザー・もぢつき

　　六箇地区公民館

日時　10月25日（日）午前9時～午後3時半

内容　・展示（活花、手芸、菊花，小学

　　生作品展）・芸能発表会・バザー

ロ
ぐ
メ
　
イ

　
　
　
マ

含璽
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翔
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象

水沢地区公民館
日時　11月3目㈱午前9時～午後4時

内容　・展示（手芸，焼物，菊花，盆栽＼

　　活花、書道、写夏、版画、絵画＼

　　俳句）・移動博物館・バザー

吉田地区公民館鐙島分館

日時　10月25日（日）午前9時～午後3時

内容　・展示（学級・講座作晶、児童作

　　品）・移動博物館

吉田地区公民館吉田分館

日時　11月1日（日）午前9時～午後3時半

内容　・展示（学級、講座作品、児童作

　　品）・移動博物館

お
で
か
け
く
だ
ε
い
、

　　十日町市公民館
日時　10月24日出午前10時～午後9時

　　　　25日（日）午前9時～午後4時

内容　・展示（絵画、木彫、焼物、書道、

　　写真、俳句、活花、手芸、盆栽、

　　版画）・ビテオ上映・高齢者学級

　　作品即売・催し物（絵本読み聞か

　　せ、百人一首大会ほか）・広場

　　　（もちつき、わたあめ、金魚すくい、

　　不用品販売、管馬、ゲー幽）・郷

　　生料理・軽食バサー

中条地区公民館

日時11月1日（日〉午前9時～午後4時

内容　・展示（手芸．俳句、書付．活花。

　　雪の写真展、学童作品展　・バザー

　　　・不用品即売会

多
彩
で
ず

’
　
∂
　
　
　
∠

3
》

新座分　館
日時　11月8目（日）午前9時半～午後3時

内容　・展示（手芸、俳句、書付、活花、

　　雪の写真展、学童作品展）・バザ

　　ー・不用品即売会

大井田分．館
日時　”月3日㈱午前9時半～午後4時
内容　・展示（活花．書道．焼物、手芸＼

　　菊花、盆栽＼絵画＼雪の写真展￥

　　幼児作品展）・バザー

＼ン為

飛渡地区公民館飛渡分館

日時　10月25日（日）午前9時～午後3時半

内容　・展示（活花．書億，盆栽、小学

　　生作品展）・合奏発表会・バザー

赤い羽根チャリティー募金

なつメロ歌謡ショー

日　時二／0／／8（日）　昼の部……2B寺　　夜の部……6時30分

会　場二市民体育館　入場料二前売券／，000円（当日／，200円）小・中学生500円

ユ2
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［コ翻劒⑱讐 市役所智57－3111（〒948千歳町3廟3）

確認してください一

児童手当を受けている皆さん

　今年6月分～9月分の児童手当を

10月9日㈹に、皆さんの口座に振り

込みましたので確認してください。

　支給額は①2人目の児童：月額

2，500円、②3人目以降の児童：月

額1人5，000円です。

■問い合わせ＝市民課年金係（智内

線144、145）へ。

講習会を開きます一

浄化槽技術管理者認定

　昭和62年度（下半期）浄化槽技術

管理者認定講習会（新潟会場）です。

■期　日＝10月21日㈱～23日㈹

■問い合わせ＝・保健衛生課環境衛生

係（奮内線142）、または保健所環境

衛生課（奮57－2400）へ。

泳ぐ宝石一

国民年金相談所を開設します
　　ますます進む高齢化社会の中で、国民年金制度は老後の所得保障

　として重要な役割を果たしています。

　　しかし、制度を十分に理解していないために年金を受けられなく

　なった例も少なくありません。また、収入が少ないため保険料を納

　められないときは免除制度もあります。

　　市では長岡社会保険事務所の協力を得て、国民年金に関するいろ

　いろな相談をお受けするため、　「国民年金移動相談所」を開きます。

　最寄りの会場へお気軽にお出かけください。

／

A

移動相談

開設日 時　間 場　　　　　所

10月20日（殉

午前10時30分

～午後4時

吉田就業改善センター（盈52－2874）

21日依） 中条地区公民館（盈52－2748）

22日（木） 下条地区公民館（費55－2004）

23日働 水沢地区公民館（費58－3101）

26日（月） 午前10時～
　午後3時

市役所市民相談室（智57－3111）

郡市鴨錦鯉“品評会

　中魚沼郡・十日町市錦鯉養殖協議

会（市農協営農課智57－1571）では

錦鯉品評会を開きます。当日は即売

もしますのでお出かけください。

■日　時＝10月22日（木》正午～3時

■会場・＝クロス10（本町6－1）

お気軽に相談を一

無料法律相談
　新潟県弁護士会法律相談センター

では、市民を対象とした巡回無料法

律相談を行います。

■日　時・＝10月27日（幻

　　　　　午前10時～午後3時

■会　場＝保健センター集団指導室

■相談担当者＝大塚　勝弁護士

　　　　　　金田善尚弁護士

■申し込み＝予約制（1人30分）で

　すので、10月20日（幻までに市民課

　市民係（智内線146、147）へ。

10月25日（日）は休館一

羽根川荘
　六箇地区文化祭の会場となるため

に10月25日（日）を休館とします。ご協

力をお願いします。

健康のために1日人間ドック11月です

　市国民健康保険では、総合健康診

断事業（1日人間ドック）を行って

います。今年度は、7・8月の前期

に約200人が受診しました。

　がん、糖尿病、脳卒中など恐ろし

い成人病につながる異状の早期発見・

治療に役立つのが人間ドックです。

　後期をつぎのとおり行います。希

望者は申し込みください。

■対象者

　①今年度中に40歳（昭和22年4月

2日～23年4月1日生まれ）、45歳

（17年4月2日～18年4月1日生ま

れ）、50歳（12年4月2日～13年4

月1日生まれ）に達する人。

　②国保加入後1年以上経過し、保

険料を滞納していない人。

■実施期問＝11月中

■申し込み＝・10月24日ek）までに印鑑

保険証を持参のうえ、保健衛生課国

保係（盈内線141）へ申し込みくだ

さい。

“米一粒運動“にこ協力を
　社会奉仕などを中心として活動し

ている「ロータリーアクトクラブ」

です。このたび、“米一粒運動“とい

う難民救済を目的とした運動を行う

ことになりました。ご協力ください。

■日　時・＝10月18日（日）

　　　　　午前10時～午後3時

■会　場二市民会館

■協力を願いたいもの＝米（少量で

かまいません）タオル、シーツ、毛

布など（中古類でかまいません）

■間い合わせ・＝商工会議所（盈57－

5111）へ。

1朧黙撒ン画交通事雛禰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

タ灘論防止運動　　　　…
■ライトは早めに。

■夜間はスピードを控えめに。

■正しい横断に努めよう。

■明るい色の服装を身につけよう。

市町村名 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市 9（6） 9（6） 0（0）

川西町 4（3） 11（3〉 0（0）

津南町 2（O） 3（O） O（O）

中里村 0（2） O（3） O（O）

小　　計 15（11） 23（12） 0（0）

累　　計 113（123） 140（158） 2（4）

ユ3　とお．ガ歩』3昭和62年10月10日 人権・こまりごと相談所
10／28㈱　午前10時～午後3時

市役所市民相談室

苗日の生活を営んでいくうえで￥もめごとや，困っ

たこと，「いじめ」の問題などでお悩みの万。秘密
厳守ですのでお気軽においでください。
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芭蕉の句碑（1）新保広大寺

新
保
広
大
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
て
庭

の
広
場
に
出
る
と
、
左
右
一
対
に
な
る

か
の
よ
う
に
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
句
碑

が
あ
る
。
右
手
の
石
碑
は
広
大
寺
二
十

　
　
　
　
　
　
か
く
そ
う

五
世
宗
源
こ
と
鶴
巣
上
人
の
句
碑
で
、

　
安
ら
か
な
夢
を
結
び
ぬ
露
の
宿

の
一
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
左
手
に
建
つ
芭
蕉
句
碑
に
は
、

　
文
月
や
六
日
も
常
の
夜
に
は
似
す

の
句
が
刻
ん
で
あ
る
。
奥
の
細
道
の
路

次
、
七
月
六
日
の
夜
、
直
江
津
の
宿
古左手に建つ「芭蕉の句碑」

川
市
左
衛
門
宅
で
連
句
を
巻
い
た
と
き

の
発
句
で
あ
る
。
七
夕
の
前
夜
、
あ
す

の
夜
空
を
待
ち
切
れ
な
い
心
を
十
七
文

字
に
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
慶
応

三
丁
卯
年
仲
夏
」
と
建
立
年
が
記
さ
れ

て
い
る
。
　
「
補
助
社
中
」
と
あ
る
が
建

立
発
願
者
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

　
碑
の
う
し
ろ
に
回
っ
て
み
る
と
、

　
か
へ
り
み
る

　
　
　
こ
ろ
に
近
し
富
士
の
山

　
　
　
　
　
　
　
き
さ
い

の
句
が
記
さ
れ
、
機
斎
の
名
が
見
ら
れ

る
。
磯
斎
は
天
保
末
年
か
ら
明
治
初
年

に
か
け
て
下
条
下
組
俳
壇
を
リ
ー
ド
し

た
俳
譜
人
で
、
下
条
下
組
き
っ
て
の
素

封
家
長
谷
川
の
お
と
と
で
あ
っ
た
。

　
思
う
に
こ
の
芭
蕉
句
碑
の
建
立
発
願

者
は
お
そ
ら
く
磯
斎
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
、
機
斎
の
周
辺
に
は
多
数
の
俳

譜
文
人
が
い
た
。
下
条
は
も
と
も
と
俳

句
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

に
上
組
が
、
時
に
仙
野
山
が
、
時
に
は

上
新
田
が
と
い
う
よ
う
に
年
代
と
と
も

に
地
域
的
に
隆
盛
に
浮
沈
が
あ
っ
た
。

　
機
斎
の
時
代
、
下
組
に
は
先
に
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
そ
う

た
鶴
巣
の
ほ
か
、
鶴
巣
の
先
師
樵
隻
が

お
り
学
道
を
は
じ
め
魚
沼
の
俳
壇
に
名

　
は

を
馳
せ
た
文
人
が
群
れ
て
い
た
。
補
助

社
中
は
お
そ
ら
く
彼
等
を
指
す
も
の
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
妻
有
谷
に
は
芭
蕉
句
碑
四
基
が
見
ら

れ
、
好
き
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一34一

　
　
県
競
書
大
会
で

　
　
　
　
　
　
最
高
賞
に

　
　
　
　
島
田
直

　
　
　
　
　
　
（
川
治
下
町
2
・
1
8
歳
）

　
作
品
は
、
漢
詩
の
一
節
「
鳥
喘
山
更

幽
」
を
草
書
体
で
。
県
書
道
教
育
研
究

会
主
催
の
「
県
競
書
大
会
」
高
校
の
部

で
最
高
賞
の
新
潟
大
学
長
賞
・
県
書
道

教
育
研
大
賞
を
受
け
ま
し
た
。
応
募
総

数
は
小
・
中
・
高
校
の
部
を
合
わ
せ
て

約
四
万
五
千
七
百
点
で
し
た
。

　
「
父
が
習
字
の
塾
を
や
っ
て
い
る
の

で
小
学
生
の
時
か
ら
始
め
ま
し
た
。
中

一
ぐ
ら
い
ま
で
は
日
を
決
め
て
練
習
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
で
忙
し
く
な
り
、
時
間
を
み
つ
け
て

練
習
し
て
き
ま
し
た
」
。

　
最
高
賞
の
次
の
特
別
賞
を
受
け
た
妹

灘
麟
燃
、

群
、
、

繋
、

灘馨

　　　　　　　　　　愛
霞群

さ
ん
（
高
一
）
と
の
二
人
姉
妹
。
　
「
妹

は
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

部
活
が
高
校
生
活
一
番
の
思
い
出
で
す
」
。

い
女
の
子
で
す
。

で
開
か
れ
る
入
賞
作
品
展
会
場
で
表
彰

り
き
っ
て
行
っ
て
き
ま
す
」
。

　
　
　
　
（
十
日
町
高
校
三
年
生
）
　
　
難

が
去
年
、
中
学
の
部
で
最
高
賞
に
な
っ
　
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ん
で
す
。
私
も
内
心
ほ
し
い
賞
だ
と
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
高
校
か
ら
始
め
た
剣
道
も
二
段
の
腕
羅

前
で
す
。
「
練
習
は
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
鰻

書
道
と
剣
道
で
身
に
つ
け
た
礼
儀
正
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
下
旬
か
ら
新
潟
市
の
デ
パ
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉾

式
が
あ
り
ま
す
。
　
「
楽
し
み
で
す
。
は
彌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

畠
。
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
食
欲

の
秋
、
そ
し
て
芸
術
の
秋
…
も

　
地
域
文
化
の
向
上
を
目
ざ
し
て
、
十

月
二
十
四
日
か
ら
十
一
月
八
日
（
市
報

十
二
朔
，
）
ま
で
公
民
館
の
文
化
祭
が
、

盛
大
に
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
各
文
化
団
体
が
、
美
術
、
芸
能
な
ど

幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
一
年
間
の
精

進
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
で
す
。
こ

の
文
化
祭
も
年
毎
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
”
秋
本
番
”
。
市
民
文
化
、

市
民
芸
術
の
か
お
り
が
日
白
押
し
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
と
エ
レ
ガ
ン
ト
な
文
化
の
か

お
り
を
求
め
て
友
達
ど
う
し
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

齢赫ちのi自然

⑦ドウンリ

ユ4

　山地のやや湿った草地や、がけ

などに生える多年草です。

　直立する茎はまれで、ほとんど

が周りの草に倒れかかって斜めに

立っています。

　9～11月ごろ、茎の上部に青紫

色か紫色の花をつけますが、花が

開いているのは陽の当たっている

ときだけです。

　鐘形のこの花は、秋の代表的な

花の一つですが、その美しさゆえ

に採られてしまい、数が少なくな

ってきています。

市の木

一

振麟の韓藩
9月30日現在

住民基本台帳
人口47，641人（前月比＋37）男23，379人（＋23）女24，262人（＋14）世帯数12，350（＋7）


